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ギ
ャ
ル
リ
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オ
ー
ブ　

吹
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抜
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共
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統
文
化
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
（
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本
画
材
工
業
会

企
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芸
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色
彩
研
究
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協
力  

京
都
技
法
材
研
究
会

■ 

芸
術
色
彩
研
究
会
（
芸
色
研
）
と
は

中
村
ケ
ン
ゴ
、
三
木　

、
岩
泉
慧
に
よ
る
研
究
会
で
す
。　

芸
色

研
で
は
、
芸
術
表
現
に
お
け
る
色
彩
の
研
究
を
、
狭
義
の
色
彩
学

に
留
ま
ら
ず
、
言
語
学
や
人
類
学
、
工
学
、
認
知
科
学
な
ど
様
々

な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
色
彩
か
ら
芸
術
表
現

の
奥
に
あ
る
感
覚
や
認
知
、
感
性
を
読
み
解
き
、
実
践
的
な
創
作

や
批
評
に
活
か
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。　

こ
こ
で
指
す
色
彩
は
、

顔
料
や
染
料
、
あ
る
い
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
色
材
や
画
材
だ

け
で
は
な
く
、
脳
に
お
け
る
色
彩
情
報
処
理
、
ま
た
素
材
を
把
握
し
、

質
感
を
も
た
ら
す
要
素
と
し
て
の
色
彩
、
あ
る
い
は
気
候
や
照
明

環
境
な
ど
、
認
知
と
感
性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
色
彩
環
境
を

含
む
も
の
で
す
。
そ
れ
は
芸
術
史
を
、
環
境
と
感
覚
の
相
互
作
用

の
観
点
か
ら
読
み
直
す
こ
と
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

■ 

ト
ー
ク
概
要

　
　

絵
画
は
色
彩
だ
け
で
は
な
く
、
質
感
も
視
覚
心
理
に
働
き
か

け
る
重
要
な
要
素
で
す
。
特
に
日
本
は
、
西
洋
圏
に
比
べ
て
質
感

に
関
す
る
感
性
が
豊
か
な
文
化
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

日
本
画
で
使
わ
れ
て
い
る
顔
料
は
、
も
と
も
と
鉱
物
が
原
料
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
岩
絵
具
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
光
輝
性

を
持
っ
た
独
特
な
質
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
岩
絵
具
を
は
じ

め
、
和
紙
な
ど
の
日
本
で
使
わ
れ
て
き
た
画
材
の
魅
力
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？ 

そ
し
て
現
代
の
芸
術
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
価
値
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ま
で
の
美
術
大
学
や
国
内
の
美
術
業
界
に
お
け
る
議
論
で

は
、
そ
の
特
性
に
つ
い
て
国
際
的
に
価
値
を
説
明
す
る
の
は
困
難

で
す
。
一
方
で
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ゲ
ー
テ
か
ら
始
ま
る
近
代
の
色

彩
理
論
だ
け
で
も
、
各
地
域
で
異
な
る
色
彩
感
覚
や
質
感
な
ど
に

つ
い
て
す
べ
て
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
、

環
境
、
知
覚
、
認
知
、
言
語
の
絶
え
間
な
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
グ
に
よ
っ

て
文
化
圏
特
有
の
「
色
彩
感
覚
」「
質
感
感
覚
」
を
醸
成
し
て
お
り
、

画
材
に
も
そ
れ
は
息
づ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
文
化
を
国
境
線
で

区
切
る
こ
と
な
く
、
地
理
的
、
風
土
的
な
意
味
で
の
日
本
の
画
材

に
潜
む
色
彩
・
質
感
感
覚
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
ま
た
、
美
術
の

問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
年
の
認
知
科
学
の
発
展
に
伴
う
自

動
車
、
化
粧
品
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
を
射
程
に
入
れ
た
色
彩
・

質
感
研
究
の
現
在
に
も
迫
り
ま
す
。
素
材
と
感
性
、
両
面
か
ら
の

普
遍
的
な
議
論
を
通
し
て
、
日
本
の
画
材
を
、
例
え
ば
「
日
本
画
」

か
ら
解
放
し
て
こ
そ
、
そ
の
魅
力
を
世
界
に
向
け
て
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岩
泉 

慧

美
術
家
、
京
都
造
形
芸
術

大　

講

師
、

画

材

ラ

ボ

P‌

I‌

G‌

M‌

E‌

N‌

T

所

長
。 

2‌

0‌

1‌

5
年
に
絵
画
表
現
に
お

け
る膠

使
用
方
法
の
論
文
で
博

士
号
を
取
得
。
P‌

I‌

G‌

M‌

E‌

N‌

T

や
京
都
造
形
芸
術
大　

に
て膠

を
基
点
と
し
た
様
々
な
画
材
の

研
究
、
指
導
を
行
い
な
が
ら
、

物
質
存
在
に
関
す
る
作
品
に
よ

り
作
家
と
し
て
も
活
動
を
続
け

て
い
る
。

三
木

文
筆
家
、
編
集
者
、
色
彩
研
究

者
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー

他
。 

独
自
の
イ
メ
ー
ジ
研
究
を

基
に
し
た
編
集
、
執
筆
、
ソ
フ
ト

開
発
、
ラ
イ
セ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
を
行
っ
て
い
る
。
共
編
著

に
『
フ
ラ
ン
ス
の
色
景
』、『
大
大

阪
モ
ダ
ン
建
築
』、
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン

ジ
『
U‌

L‌

T‌

R‌

A
』(

す
べ
て
青

幻
舎)

な
ど
が
あ
る
。

中
村 

ケ
ン
ゴ

美
術
家
。
現
代
社
会
を
表
象
す
る
モ

チ
ー
フ
か
ら
、
美
術
史
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
イ
メ
ー
ジ
ま
で
を
も
用
い
た
ユ

ニ
ー
ク
な
絵
画
を
制
作
。
国
内
外
の

展
覧
会
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
に
多
数
出

品
。
展
覧
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
運
営

に
も
あ
た
る
。
共
編
著
『
20
世
紀
末
・

日
本
の
美
術
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の

視
点
か
ら
』(

ア
ー
ト
ダ
イ
バ
ー)

。

多
摩
美
術
大
学
大
学
院
日
本
画
専
攻

修
了
。

■  

登
壇
者

京都造形芸術大
606 8271 京都市左京区北白川瓜生山 2-116

Tell 075-791-9122 

” Emoticon” （部分）『フランスの色景』 （p.156） よりMONOLITH （部分）

Access

■ JR 「京都　」 より

市バス 5系統／岩倉行 「上終町京都造形芸大前」 下車 （所要時間約 50分）

叡山電車 （京阪出町柳　乗りかえ） 茶山　下車、徒歩約 10分

※本　には駐車場がありません。車・オートバイ・自　車での来　はご遠慮ください。

その他アクセス方法


